
   
ｲﾉﾝ SD ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ for HERO3/3+/4 
 
ｲﾉﾝ製品のお買い上げ､誠に有難う御座います｡ 
 
ｲﾉﾝ SD ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ for HERO3/3+/4は､GoPro®社のｳｪｱﾗﾌﾞﾙｶﾒﾗ「HERO4」「HERO3+」「HERO3」の､純正ﾀﾞｲﾌﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ(60m/197
ﾌｨｰﾄ防水､HERO4/HERO3+は別売ｵﾌﾟｼｮﾝ)に､弊社の SD ﾏｳﾝﾄﾚﾝｽﾞやﾍﾞｰｽｽﾃｰ､ｱｰﾑ等を取り付け可能とする､GoPro®ｼｽﾃﾑの
ｺｱﾊﾟｰﾂ､ﾏﾙﾁﾊﾟｰﾊﾟｽｹｰｼﾞです｡ 
 
製品の主な特徴 

● ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞ取り付け部規格には､ﾊﾞﾖﾈｯﾄ方式のｲﾉﾝ SD ﾏｳﾝﾄを装備｡ 
GoPro®等 ｳｪｱﾗﾌﾞﾙｶﾒﾗ専用設計の､ｲﾉﾝ水中ｾﾐﾌｨｯｼｭｱｲｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ｢UFL-G140 SD｣(*2)､及び水中ﾜｲﾄﾞｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ
ﾚﾝｽﾞ｢UCL-G165 SD｣(*2)が､ﾜﾝﾀｯﾁで簡単/確実に着脱可能です｡ 勿論､ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞを取り外した状態でのご使用
も可能です(*1)｡ 

● 本ｹｰｼﾞの上面と底部に､弊社「ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ III」「Z ｼﾞｮｲﾝﾄ」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ MV」が取り付け可能｡ 
● GoPro®規格のｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが付属しており､本ｹｰｼﾞの上面または底部に取り付け出来るので､すでにお持ちのﾊﾟｰﾂ

類を無駄なく使用出来ます｡ 
● 本ｹｰｼﾞ底部に､弊社「ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4」の他､「D ﾎﾙﾀﾞｰ」も直接左右に取り付け可能｡安価な「D ﾎﾙﾀﾞ-」を､握り 

角度を変えて取り付け出来ます｡ 
● 本ｹｰｼﾞ底部に､ｶﾒﾗ三脚ﾈｼﾞ穴(1/4 ｲﾝﾁ)があるので､一脚や三脚を使っての撮影も可能です｡(*3) 
● ｱﾙﾐﾌﾞﾛｯｸから削り出した強固な造りで､純正ﾊｳｼﾞﾝｸﾞを保護します｡ 
● LCD ﾊﾞｯｸﾊﾟｯｸ､ﾊﾞｯﾃﾘｰﾊﾞｯｸﾊﾟｯｸにも対応｡ 

 
 
各部名称  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
付属品 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. SD ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ for HERO3/3+/4 本体 
2. ﾚﾝｽﾞﾏｳﾝﾄ (SD ﾊﾞﾖﾈｯﾄﾏｳﾝﾄ) 
3. 別売ｱｸｾｻﾘ取り付け穴 (M6 ﾈｼﾞ穴) 

4. ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ取り付け穴 (M3 ﾈｼﾞ穴×4) 
5. 固定板･上 

 

6. 固定板･下 
7. ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞ ×4 
8. 別売ｱｸｾｻﾘ取り付け穴 (M6 ﾈｼﾞ穴×5) 
9. ｶﾒﾗ三脚ﾈｼﾞ穴 (1/4 ｲﾝﾁﾈｼﾞ穴) 
10. ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ取り付け穴 (M3 ﾈｼﾞ穴×4) 

 

11. ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ (GoPro®規格) 
12. ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ取り付けﾈｼﾞ (1本は予備) ×5 
13. 六角ﾚﾝﾁ 2.5mm 
14. M6×16 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ (D ﾎﾙﾀﾞｰ固定用) ×4 
15. M6×12 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ (Z ｼﾞｮｲﾝﾄ上面取り付け用) 
16. M6 ｽﾍﾟｰｻｰ (長さ 6mm､白色) 
17. ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞ (予備)  
18. ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞ保持用 O ﾘﾝｸﾞ (予備) 
19. ｲﾉﾝｸﾞﾘｽ 
20. 使用説明書 (本書) 

 



対応ｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞ : ･ GoPro® HERO4､HERO3+､HERO3 用 別売純正ﾀﾞｲﾌﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ(*4) 
 
 
取り付け対応ﾚﾝｽﾞ :  ･ SD ﾏｳﾝﾄﾚﾝｽﾞ 

 ｲﾉﾝ 水中ｾﾐﾌｨｯｼｭｱｲｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ｢UFL-G140 SD｣ (*2) 
 ｲﾉﾝ 水中ﾜｲﾄﾞｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ「UCL-G165 SD」(*2) 

 
・ 本ｹｰｼﾞ[上面]に接続可能なﾊﾟｰﾂ類(*5) 
 ｲﾉﾝ ｢ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ III｣「Z ｼﾞｮｲﾝﾄ」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ MV」(*6) 

 
・ 本ｹｰｼﾞ[底部]に接続可能なﾊﾟｰﾂ類 
 ｲﾉﾝ ｢ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ III｣「Z ｼﾞｮｲﾝﾄ」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ MV」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ II」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ」(*7)、 

「ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4」､「D ﾎﾙﾀﾞｰ」(*8) 
 

*1: 陸上にてご使用の場合には､ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞを使用しない状態であっても､主に広角ﾓｰﾄﾞで得られる
画像がｹﾗﾚます(水中使用時のｹﾗﾚはありません)。陸上では､視野(FOV)設定を「超広角(WIDE)」以
外に設定するか､ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞからﾊｳｼﾞｼﾞﾝｸﾞを取り外してご使用下さい｡ 

*2: 「UFL-G140 SD」と「UCL-G165 SD」は､水中専用設計です｡陸上では使用出来ません｡ 
*3: 本製品底部の形状上､雲台の座面形状によっては､取り付け出来ないものがあります｡雲台を取り付

ける場合は､事前に取り付け可能か､ご確認をお願いします｡ 
*4: 本製品に収納可能なﾊｳｼﾞﾝｸﾞは､“ﾀﾞｲﾌﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ(60m/197 ﾌｨｰﾄ防水)”です｡新型“HERO3 ﾌﾟﾗｽ”に

付属の“ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ(40m/131 ﾌｨｰﾄ防水)”は対応しませんので､別途ご用意下さい｡ 
(旧型“HERO3”は､“ﾀﾞｲﾌﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ”が標準で付属します) 

*5: 取り付けﾈｼﾞの底当り(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの干渉)を防ぐ為､本製品に付属の「M6×12 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ」へ交換 
するか､「M6 ｽﾍﾟｰｻｰ」をﾈｼﾞに介す必要があります｡詳細は後述“各種ｱｸｾｻﾘの取り付け方法”を
ご参照下さい｡ 

*6: ﾊﾟｰﾂ本体が金属製の「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ II」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ」は座面の形状上､取り付け出来ません｡(底面に
は取り付け可能です) 

*7: 本ｹｰｼﾞ底部の形状上､「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ MV」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ II」「Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ」取り付け時､これらｱﾀﾞﾌﾟﾀｰの
可動範囲に制限があります｡ 

*8: 取り付けﾈｼﾞの底当り(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの干渉)を防ぐ為､本製品に付属の「M6×16 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ」で固定する必
要があります｡ 

 
 
「ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ」への : 純正ﾀﾞｲﾌﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞへ､GoPro®ｶﾒﾗ本体をｾｯﾄして下さい｡本ｹｰｼﾞは

GoPro®社純正ｵﾌﾟｼｮﾝの「LCD ﾊﾞｯｸﾊﾟｯｸ」「ﾊﾞｯﾃﾘｰﾊﾞｯｸﾊﾟｯｸ」にも
対応可能です｡ 

 
 
 
 

 
 
ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ背面の上下に付いている固定
板を､ﾈｼﾞを緩めて外し(a)､純正ﾀﾞｲﾌﾞﾊ
ｳｼﾞﾝｸﾞをゆっくりと､奥まで確実に収
納します(b)｡ 
 
 
 
 
 
 
 
「固定板･上」と「固定板･下」の表裏､
上下に注意しながら､ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞで仮止
めします(c)｡「固定板･下」は矢印ﾏｰ
ｸが上を向くよう取り付けして下さい
(d)｡ 
 
 
 
 

 
 
ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ内部でﾊｳｼﾞﾝｸﾞが斜めにならないよう注意しながら､4 本の
ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞを均一に増し締めして､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞを固定します(e)｡ｹｰｼﾞ内部
でﾊｳｼﾞﾝｸﾞが斜めのまま使用すると､ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞを装着した際､ｹﾗﾚ
の原因となるので､注意して下さい｡ 

 
 
 
 
 
 

及び､専用ｵﾌﾟｼｮﾝ 
(2016 年 2 月現在) 
 

(2016 年 2 月現在) 
 
 

ｾｯﾄ方法 



各種ｱｸｾｻﾘｰの : “ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(付属品)”の取り付け方法【上面/底部】 
ｹｰｼﾞ本体 4箇所の“ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ取り付け穴”に､取り
付けﾈｼﾞ 4 本を使って､ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを六角ﾚﾝﾁで固定
して下さい｡ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰは右図の通り､ｹｰｼﾞ上面､ 
または底部に装着可能です｡ 

 
 
 
 
 
 

 
“ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ III”の取り付け方法【上面/底部】 
ｹｰｼﾞ底部に装着する場合は､右図“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用
して直接､取り付け可能です｡ 
 
ｹｰｼﾞ上面に装着する場合は､取り付けﾈｼﾞの底当り
(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの干渉)を防ぐ為､本製品に付属の「M6 ｽ
ﾍﾟｰｻｰ」を以下の手順で必ず装着して下さい｡M6 ｽﾍﾟ
ｰｻｰの装着後､上面の“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用し､右図の
位置へ取り付け可能です｡ 
 
 
 
①ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ IIIの底面に装着されている､ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ抜け防止用の O ﾘﾝｸﾞを外す｡ 
②ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞとｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰを､ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ III本体から外す｡ 
③ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞから､ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰを外す｡外したｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰは､他部品の装着時に必要なので､大切に保管 
して下さい｡ 

④付属の「M6 ｽﾍﾟｰｻｰ」をｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞに通した状態でﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ IIIに挿し､抜け防止用 O ﾘﾝｸﾞを元に戻し 
ます｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
“Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ MV”の取り付け方法【上面/底部】 
ｹｰｼﾞ底部に装着する場合は､右図“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用して直接､取り付け可能 
です｡(※可動範囲に制限があります) 
 
ｹｰｼﾞ上面に装着する場合は､取り付けﾈｼﾞの底当
り(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの干渉)を防ぐ為､本製品に付属の
「M6 ｽﾍﾟｰｻｰ」を以下の手順で必ず装着して下さ
い｡M6 ｽﾍﾟｰｻｰの装着後､上面の“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用
し､右図の位置へ取り付け可能です｡ 
 
 
 
 

 
①底面に装着されている､蝶ﾈｼﾞ抜け防止用の O ﾘﾝｸﾞを外す｡ 
②蝶ﾈｼﾞに通してある､ﾜｯｼｬｰ(白)を外す｡ 
③付属の「M6 ｽﾍﾟｰｻｰ」を蝶ﾈｼﾞに通した状態で本体へ戻し､抜け防止用 O ﾘﾝｸﾞを装着します｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
“Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ II”､“Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ”の取り付け方法【底部のみ】 
上記『“ZアダプターMV”の取り付け方法』と同様に､ｹｰｼﾞ底部の“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用して直接､取り付け 
可能です｡(※可動範囲に制限があります) 
ｹｰｼﾞ上面には､ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ座面の形状上､取り付け出来ません｡ 

取り付け方法 

M6 ﾈｼﾞ穴 

M6 ﾈｼﾞ穴 



 
“Z ｼﾞｮｲﾝﾄ”の取り付け方法【上面/底部】 
ｹｰｼﾞ底部の下図“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用して直接､取り付け可能です｡ 
 
ｹｰｼﾞ上面に装着する場合は､取り付けﾈｼﾞの底当り(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの干渉)を防ぐ為､
本製品に付属の「M6×12 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ」へ必ず交換してご使用下さい｡M6×12 ｷｬｯﾌﾟ
ﾈｼﾞの装着後､上面の“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用し､右図の位置へ取り付け可能です｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
“D ﾎﾙﾀﾞｰ”の取り付け方法【底部のみ】 
取り付けﾈｼﾞの底当り(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞへ
の干渉)を防ぐ為､本製品に付属の
「M6×16 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ」へ必ず交換し
てご使用下さい｡ 
 
M6×16 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞの装着後､ｹｰｼﾞ 
底部の右図“M6 ﾈｼﾞ穴”を利用して
直接､(左右 2 本)取り付け可能で
す｡ 

 
D ﾎﾙﾀﾞｰ取り付けの際は､右図の通
り､D ﾎﾙﾀﾞｰ角の部分が“固定板･下”
に干渉しない様､取り付けして下
さい｡“固定板･下”と干渉した状
態で D ﾎﾙﾀﾞｰのｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞを締めると､
固定板の破損やﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞ変形の原
因となります｡ 
 

 
D ﾎﾙﾀﾞｰは握り角度を右図の二通りの角度
で､ｾｯﾄする事が可能です｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
“ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4(D ﾍﾞｰｽ･SPS)”の取り付け方法【底部のみ】 
ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4の使用説明書内“ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ製品に取り付ける場合”の項と同様に､以下手順で装着して 
下さい｡ 
 
①ﾒｲﾝﾌﾟﾚｰﾄ/ｻﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ､及び 1/4 ｶﾒﾗﾈｼﾞを外した「D ﾍﾞｰｽ･SPS」本体に､下図の通り､ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4付属の 
M6 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ/M6 ﾜｯｼｬｰを通して､D ﾍﾞｰｽｽﾍﾟｰｻｰをかぶせる｡ 

②六角ﾚﾝﾁを使って､ｹｰｼﾞ本体のいちばん外側にある二つの“M6 ﾈｼﾞ穴”へ締め付け､固定します｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞの取り付け方法 
対応する各製品に付属の使用説明書をご確認下さい｡ 

 

 
 

M6 ﾈｼﾞ穴 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞを付属の 

“M6×12”へ交換する 

ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞを付属の 

“M6×16”へ交換する 

固定板と D ﾎﾙﾀﾞｰが 
干渉している 

固定板と D ﾎﾙﾀﾞｰが 
干渉していない 

M6 ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ 

M6 ﾜｯｼｬｰ 

D ﾍﾞｰｽｽﾍﾟｰｻ



ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて : ・ 固定板のﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞやｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ､ﾍﾞｰｽ等のｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞをｹｰｼﾞ本体にねじ込む 

際は､塩噛み防止の為､付属のｸﾞﾘｽをﾈｼﾞ先端に薄く塗布してから､ 

ねじ締めを行って下さい｡ 

・ ご使用後は真水で水洗いを行い塩分等の汚れを取り除いた後､直射日光

の当たらない､風通しの良い場所に置き､よく乾燥させて下さい｡ 

変形や破損の原因になる為､火や熱などに直接当てないで下さい｡ 

・ お手入れの際､ｱﾙｺｰﾙやﾍﾞﾝｼﾞﾝ､ｼﾝﾅｰなどの有機溶剤や､防錆剤､潤滑剤､

艶出し剤､洗剤(特にｱﾙｶﾘ性洗剤)などの油脂/化学薬品を使用しないで下さい｡本製品の構成部品には､上記

物質に触れると溶けたり､脆くなったりといった変化が起こるものがあります(ﾎﾟﾘｵｷｼﾒﾁﾚﾝなど)｡ 

・ 一週間以上ご使用にならない時には､SD ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞからﾊｳｼﾞﾝｸﾞを取り外し保管して下さい｡長時間取り付け

た状態で保管すると､取り付け対応製品に持続的に力が加わり､変形/破損等が生じる恐れがあります｡ 
 
使用上の注意 : ･ ご使用前/ご使用後には､「固定板･上」「固定板･下」のﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞがゆるんでいないか必ずﾁｪｯｸを行なって下

さい｡ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞがゆるんだままご使用/運搬を行なうと､固定板の紛失やｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞの脱落などの可能性があ
ります｡ 

・ ｹｰｼﾞ本体に純正ﾊｳｼﾞﾝｸﾞが収納された状態で､ｶﾒﾗ本体の取り出しやﾊﾞｯｸﾄﾞｱの交換は出来ません｡ｶﾒﾗのﾊﾞｯﾃ
ﾘｰ交換やﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞの取り外し､ﾊﾞｯｸﾄﾞｱの交換等をする場合は､ｹｰｼﾞ本体からﾊｳｼﾞﾝｸﾞを取り外して下さい｡ 

・ 本製品の取り付け作業等(以下､｢当作業等｣)は､GoPro®社が関知している物ではありません｡｢当作業等｣に
ついてのご質問､お問合せ等は､決して GoPro®社に行わないで下さい｡同様の理由により､｢当作業等｣を行
う場合､お客様ご自身が全ての責任を負う必要がある事をご確認下さい｡ 

・ 万一､｢当作業等｣を行う事によって不具合(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ本体､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属品､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ内にｾｯﾄするｶﾒﾗ本体等の
不具合等)が生じた場合､弊社は一切､その責任を負いかねます｡ 

・ 万一､｢当作業等｣を行う事によって浸水等の不具合が生じ､この不具合に起因する､付随的損害(撮影に要し
た諸費用及び撮影により得べかりし利益の喪失等)が発生した場合においても､弊社は一切､その責任を負
いかねます｡ 

・ 以上の注意事項､及び補償条項について､ご納得頂けない場合には､｢当作業等｣を行わないで下さい｡未使用
の場合に限り､関連製品の返品を受け付けます｡詳細につきましては､弊社までお問合せ下さい｡ 

 
 
 
ｵﾌﾟｼｮﾝについて : ・ 水中ｾﾐﾌｨｯｼｭｱｲｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UFL-G140 SD    \39,000-(税抜) 

本製品に取り付け可能な､水中専用のｾﾐﾌｨｯｼｭｱｲｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞです。水中では

約 94°まで狭くなる GoPro®の画角を､超広角『水中 140°』に広げます。ま

た､最短撮影距離も短縮されるので､被写体の数 cm 前まで接近したﾀﾞｲﾅﾐｯｸな

撮影が可能です。 

 

 

 

・ 水中ﾜｲﾄﾞｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ UCL-G165 SD    \23,000-(税抜) 

本製品に取り付け可能な､水中専用のﾜｲﾄﾞ系ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞです。最短撮影距離

を大幅に短縮し､GoPro®単体では撮影困難であった超近接撮影/高倍率撮影を

可能とします。水中では約 94°まで狭くなる GoPro®の画角を､『水中 110°』

に広げて､汎用のｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞでは実現できない被写界深度を確保していま

す。 

 

 

・ ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ III    \1,800-(税抜) 

本製品の上面と底部に取り付け可能な､ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰです｡ﾀﾞｲﾚｸﾄﾍﾞｰｽ III

を本製品に取り付ける事により､ﾎﾞｰﾙ部を別売のｸﾗﾝﾌﾟで固定し､様々なｱｰﾑｼｽﾃﾑへ

展開出来ます｡ 

 

 

 

・ Z ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ MV      \1,800-(税抜) 

本製品の上面と底部に取り付け可能な､ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰです｡本製品への

取り付けには蝶ﾈｼﾞを使っているので､蝶ﾈｼﾞを緩めて回転させ､ﾎﾞｰﾙ取り付け

角度を変える事が可能です｡ 

 

 

 

・ Z ｼﾞｮｲﾝﾄ        \1,500-(税抜) 

本製品の底部に取り付けることで、本製品を “｢YS ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ｣互換ｱｰﾑ”を有

する製品(｢ｼｭｰﾍﾞｰｽ｣｢D ﾎﾙﾀﾞｰ｣｢YS ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ MV｣等)に取り付け可能とするｼﾞｮｲﾝ

ﾄﾊﾟｰﾂです｡ 
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*1 性能､価格等､予告なしに変更する場合があります｡予めご了承下さい｡ 
*2 「GoPro」「HERO」「BacPac」はｱﾒﾘｶ合衆国 GoPro Inc.の商標または登録商標です｡ 

・ D ﾎﾙﾀﾞｰ        \4,000-(税抜) 

本製品の底部へ｢D ﾎﾙﾀﾞｰ｣を左右に 1～2個､二通りの握り角度で増設可能｡ｼﾝﾌﾟﾙな 

1灯構成から､LED ﾗｲﾄを左右に取り付けた多灯構成まで､用途に合わせて構成可能です｡ 

 

 

 

 

 

 

・ ｸﾞﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ D4      \8,000-(税抜) 

新開発の“SPS(ｽﾗｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄｼｽﾃﾑ)”を搭載し､本製品の他､多くのﾊｳｼﾞﾝｸﾞへ直接 

取り付けが可能｡ 上記｢D ﾎﾙﾀﾞｰ｣を追加する事で､多灯構成への拡張が可能です｡ 

 

 

 

 

・ SD ﾌﾛﾝﾄﾏｽｸ STD      \4,500-(税抜) 

GoPro®社純正“ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ(40m/131 ﾌｨｰﾄ防水)”､又はﾊｳｼﾞﾝｸﾞ一体型の「HERO」

｢HERO+」「HERO+LCD」に対応した、軽量/小型な GoPro®ｼｽﾃﾑのｺｱﾊﾟｰﾂです｡(※本製品対

応の“ﾀﾞｲﾌﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ(60m/197 ﾌｨｰﾄ防水)”には対応しません)着脱ﾛｯｸ機能付きの SD ﾏｳ

ﾝﾄを装備している他、底面にｱｰﾑ用ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ等の取り付けが可能です。 

 

 

 

 

・ ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(GoPro®規格) for SD ﾌﾛﾝﾄﾏｽｸ/SD ﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ  \800-(税抜) 

付属品画像中､「11.」「12.」「13.」のｾｯﾄです｡追加する事で､上面/底部の両方に､ 

GoPro®規格のｱｸｻｾﾘｰを使用する事が可能となります｡ 

 

 

 

  ｲﾉﾝ SDﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ for HERO3/3+/4　主要性能 [*1]

 名称  SDﾏｳﾝﾄｹｰｼﾞ for HERO3/3+/4

 寸法(※突起部を含まず)  88.5mm(幅)×79.9mm(高さ)×51.3mm(奥行)

 本体重量  183g (陸上) / 約114g (水中)

 本体材質 / 表面処理  耐蝕ｱﾙﾐ合金/硬質ｱﾙﾏｲﾄ､POM 等
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